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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 投 入 ホ ッ パ （ ５ ） と 、 前 記 投 入 ホ ッ パ （ ５ ） 内 の 玄 米 を 繰 り 出 す ロ ー タ リ バ ル ブ （ ６ ）  
と 、 石 抜 機 （ ８ ） と 、 精 米 機 （ １ ０ ） と 、 前 記 投 入 ホ ッ パ （ ５ ） の 玄 米 を 前 記 石 抜 機 （ ８  
） 側 に 搬 送 す る 搬 送 手 段 （ ７ ） と を 備 え 、 前 記 搬 送 手 段 （ ７ ） は 搬 送 パ イ プ （ １ ７ ） に 送  
風 機 （ １ ６ ） を 接 続 し て 玄 米 を 空 気 搬 送 す る 構 成 と し た 精 米 設 備 に お い て 、
石 抜 機 （ ８ ） は 傾 斜 揺 動 選 別 盤 （ ３ ２ ） と フ ァ ン （ ４ １ ） を 設 け 、 フ ァ ン （ ４ １ ） の 回 転  
に よ っ て 傾 斜 揺 動 選 別 盤 （ ３ ２ ） に 形 成 し た ス リ ッ ト を 通 し て 上 方 へ 送 風 可 能 に 構 成 し 、
前 記 傾 斜 揺 動 選 別 盤 （ ３ ２ ） に よ り 前 記 石 抜 機 （ ８ ） の 残 米 を 処 理 す る 石 抜 残 米 処 理 中 に  
は 前 記 送 風 機 （ １ ６ ） を 停 止 す る 構 成 と し た 精 米 設 備 。
【 請 求 項 ２ 】
搬 送 パ イ プ （ １ ７ ） は 、 一 端 に 送 風 機 （ １ ６ ） を 接 続 し 、 途 中 部 に 玄 米 を 受 け る よ う 、 ロ  
ー タ リ バ ル ブ （ ６ ） の フ レ ー ム 部 （ ６ ａ ） 下 方 に 接 続 し た 水 平 搬 送 部 （ １ ７ ａ ） と 、 石 抜  
機 （ ８ ） の 近 傍 上 方 に 設 置 さ れ た 石 抜 タ ン ク （ １ ８ ） に 上 端 を 接 続 す る 垂 直 搬 送 部 （ １ ７  
ｂ ） と を 備 え 、
前 記 投 入 ホ ッ パ （ ５ ） 内 の 玄 米 量 が 所 定 量 以 下 に な っ た こ と を 検 出 す る と 、 前 記 ロ ー タ リ  
バ ル ブ （ ６ ） の 動 作 を 継 続 さ せ な が ら 前 記 送 風 機 （ １ ６ ） を 停 止 し 、 そ の 前 記 送 風 機 （ １  
６ ） 停 止 中 に 前 記 ロ ー タ リ バ ル ブ （ ６ ） か ら 繰 り 出 さ れ た 残 米 を 、 前 記 送 風 機 （ １ ６ ） の  
再 起 動 に よ っ て 空 気 搬 送 す る 構 成 と し 、 前 記 繰 り 出 さ れ た 残 米 を 送 風 機 （ １ ６ ） の 前 記 再  
起 動 に よ っ て 空 気 搬 送 す る 間 、 前 記 ロ ー タ リ バ ル ブ （ ６ ） を 停 止 す る 構 成 と し た 請 求 項 １  

請求項の数　4　（全14頁）
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に 記 載 の 精 米 設 備 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 搬 送 手 段 （ ７ ） の 終 端 側 に 設 け る 貯 留 部 （ １ ８ ） に 、 前 記 石 抜 機 （ ８ ） 側 へ 玄 米 供  
給 可 能 な 第 １ 排 出 口 （ １ ８ a ） と 、 前 記 投 入 ホ ッ パ （ ５ ） 上 方 の 玄 米 還 元 口 （ ２ １ ） に 連 通  
可 能 な 第 ２ 排 出 口 （ １ ８ ｂ ） と 、 こ れ ら 第 １ ・ 第 ２ 排 出 口 （ １ ８ ａ ， １ ８ ｂ ） を そ れ ぞ れ  
開 閉 可 能 な 第 １ ・ 第 ２ 開 閉 シ ャ ッ タ （ ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ ） を 設 け 、 前 記 貯 留 部 （ １ ８ ） に 搬  
送 さ れ る 玄 米 を 前 記 第 １ 排 出 口 （ １ ８ ａ ） 側 又 は 第 ２ 排 出 口 （ １ ８ ｂ ） 側 に 案 内 す べ く 切  
り 替 わ る 切 替 弁 （ ２ ４ ） を 設 け 、 前 記 玄 米 還 元 口 （ ２ １ ） に 玄 米 を 還 元 す る 持 ち 帰 り ス イ  
ッ チ （ ２ ５ ） を 設 け 、 前 記 持 ち 帰 り ス イ ッ チ （ ２ ５ ） を 操 作 す る と 前 記 第 ２ 排 出 口 （ １ ８  
ｂ ） を 開 と し て 玄 米 を 前 記 玄 米 還 元 口 （ ２ １ ） に 流 下 さ せ る 構 成 と し た 請 求 項 ２ に 記 載 の  
精 米 設 備 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 排 出 口 （ １ ８ ｂ ） を 開 と し て 玄 米 を 前 記 玄 米 還 元 口 （ ２ １ ） に 流 下 さ せ る と き  
は 、 前 記 投 入 ホ ッ パ （ ５ ） の 投 入 口 に 設 け る 開 閉 扉 （ １ ５ ） を 閉 動 作 す べ く 構 成 し た 請 求  
項 ３ に 記 載 の 精 米 設 備 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 料 金 を 投 入 し て 精 米 す る 精 米 設 備 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 石 抜 機 の 排 出 口 の 下 方 に エ ア ー 搬 送 機 を 備 え 、 エ ア ー 搬 送 機 に は 送 風 路 を 介 し て ブ ロ ワ  
ー と 接 続 し 、 エ ア ー 搬 送 路 に は 空 気 揚 穀 路 を 介 し て 精 米 機 に 接 続 し 、 玄 米 を 空 気 搬 送 す る  
構 成 が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 料 金 式 の 精 米 設 備 に お い て 石 抜 機 の 石 抜 処 理 及 び 残 米  
処 理 す る 構 成 が あ る 。 そ し て 投 入 ホ ッ パ に 投 入 さ れ た 玄 米 を 揚 穀 す る バ ケ ッ ト を 備 え た 昇  
降 機 が 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 平 ８ - ２ １ ５ ５ ８ ９ 号 公 報
特 開 ２ ０ ０ ６ － １ ２ ２ ８ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 精 米 設 備 の 玄 米 搬 送 装 置 を 廉 価 に す る こ と を 課 題 と し 、 さ ら に 石 抜 機 等 の 選  
別 処 理 を 妄 り に 阻 害 し な い こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 投 入 ホ ッ パ ５ と 、 投 入 ホ ッ パ ５  
内 の 玄 米 を 繰 り 出 す ロ ー タ リ バ ル ブ ６ と 、 石 抜 機 ８ と 、 精 米 機 １ ０ と 、 投 入 ホ ッ パ ５ の 玄  
米 を 石 抜 機 ８ 側 に 搬 送 す る 搬 送 手 段 ７ と を 備 え 、 搬 送 手 段 ７ は 搬 送 パ イ プ １ ７ に 送 風 機 １  
６ を 接 続 し て 玄 米 を 空 気 搬 送 す る 構 成 と し た 精 米 設 備 に お い て 、
石 抜 機 （ ８ ） は 傾 斜 揺 動 選 別 盤 （ ３ ２ ） と フ ァ ン （ ４ １ ） を 設 け 、 フ ァ ン （ ４ １ ） の 回 転  
に よ っ て 傾 斜 揺 動 選 別 盤 （ ３ ２ ） に 形 成 し た ス リ ッ ト を 通 し て 上 方 へ 送 風 可 能 に 構 成 し 、
  前 記 傾 斜 揺 動 選 別 盤 （ ３ ２ ） に よ り 前 記 石 抜 機 ８ の 残 米 を 処 理 す る 石 抜 残 米 処 理 中 に 前  
記 送 風 機 １ ６ を 停 止 す る 構 成 と し た 精 米 設 備 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 1 に 記 載 の 発 明 に お い て 、 搬 送 パ イ プ （ １ ７ ） は 、 一  
端 に 送 風 機 （ １ ６ ） を 接 続 し 、 途 中 部 に 玄 米 を 受 け る よ う 、 ロ ー タ リ バ ル ブ （ ６ ） の フ レ  
ー ム 部 （ ６ ａ ） 下 方 に 接 続 し た 水 平 搬 送 部 （ １ ７ ａ ） と 、 石 抜 機 （ ８ ） の 近 傍 上 方 に 設 置  
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さ れ た 石 抜 タ ン ク （ １ ８ ） に 上 端 を 接 続 す る 垂 直 搬 送 部 （ １ ７ ｂ ） と を 備 え 、
  投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 量 が 所 定 量 以 下 に な っ た こ と を 検 出 す る と 送 風 機 １ ６ を 停 止 し 、  
送 風 機 １ ６ 停 止 中 に ロ ー タ リ バ ル ブ ６ か ら 繰 り 出 さ れ た 残 米 を 送 風 機 １ ６ の 再 起 動 に よ っ  
て 空 気 搬 送 す る 構 成 と し 、 そ の 繰 り 出 さ れ た 残 米 を 送 風 機 １ ６ の 再 起 動 に よ っ て 空 気 搬 送  
す る 間 ロ ー タ リ バ ル ブ ６ を 停 止 す る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 搬 送 手 段 ７ の 終 端 側 に 設 け  
る 貯 留 部 １ ８ に 、 石 抜 機 ８ 側 へ 玄 米 供 給 可 能 な 第 １ 排 出 口 １ ８ a と 、 投 入 ホ ッ パ ５ 上 方 の 玄  
米 還 元 口 ２ １ に 連 通 可 能 な 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ と 、 こ れ ら 第 １ ・ 第 ２ 排 出 口 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ  
を そ れ ぞ れ 開 閉 可 能 な 第 １ ・ 第 ２ 開 閉 シ ャ ッ タ ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 設 け 、 貯 留 部 １ ８ に 搬 送  
さ れ る 玄 米 を 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ 側 又 は 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ 側 に 案 内 す べ く 切 り 替 わ る 切 替 弁  
２ ４ を 設 け 、 玄 米 還 元 口 ２ １ に 玄 米 を 還 元 す る 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ を 設 け 、 持 ち 帰 り ス  
イ ッ チ ２ ５ を 操 作 す る と 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ を 開 と し て 玄 米 を 玄 米 還 元 口 ２ １ に 流 下 さ せ る  
構 成 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ を 開 と し  
て 玄 米 を 玄 米 還 元 口 ２ １ に 流 下 さ せ る と き は 、 投 入 ホ ッ パ ５ の 投 入 口 に 設 け る 開 閉 扉 １ ５  
を 閉 動 作 す べ く 構 成 し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ る と 、 バ ケ ッ ト 昇 降 機 に 代 替 し て 空 気 搬 送 手 段 を も っ て 玄 米  
の 搬 送 手 段 を 構 成 す る も の で あ る か ら 、 廉 価 に 構 成 で き る 。 ま た 、 石 抜 機 の 選 別 面 に 残 留  
す る 少 量 玄 米 に 送 風 機 １ ６ か ら の 圧 風 が 作 用 し て 玄 米 移 送 を 乱 す 恐 れ を 解 消 し 、 円 滑 な 残  
米 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ る と 、 請 求 項 １ に 記 載 の 効 果 に 加 え 、 投 入 ホ ッ パ ５ 内 玄 米 量  
が 少 量 残 米 に な る と 送 風 機 １ ６ を 停 止 し て 確 実 に 搬 送 パ イ プ １ ７ に 落 下 さ せ 、 再 度 の 送 風  
機 １ ６ 駆 動 に よ っ て 残 米 を 空 気 搬 送 で き 投 入 ホ ッ パ ５ 内 残 米 を 少 な く で き る 。 特 に 、 再 度  
の 送 風 機 １ ６ 駆 動 中 、 ロ ー タ リ バ ル ブ ６ を 停 止 す る か ら 送 風 機 １ ６ 駆 動 に よ る 圧 風 を 投 入  
ホ ッ パ ５ か ら 噴 き 出 す こ と を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 玄 米 持 ち 帰 り の 際 に は 、 玄 米 は 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ か ら 投 入 ホ  
ッ パ ５ 上 方 の 玄 米 還 元 口 ２ １ に 流 下 案 内 さ れ る も の で あ る か ら 、 空 気 搬 送 の た め 貯 留 部 １  
８ 内 に 噴 出 さ れ る 圧 風 が 投 入 ホ ッ パ ５ の 縁 部 や 長 藁 切 れ 等 長 尺 異 物 分 離 網 の 上 部 に 堆 積 し  
よ う と す る 玄 米 に 作 用 し て 投 入 ホ ッ パ ５ 内 に 回 収 落 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 効 果 に 加 え 、 圧 風 は 開 閉 扉 １ ５ に 遮 ら れ て  
投 入 ホ ッ パ ５ 近 傍 の オ ペ レ ー タ 側 に 吹 き つ け ら れ る 恐 れ が な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に か か る 精 米 設 備 の 内 部 を 示 す 平 面 図
【 図 ２ 】 同 精 米 設 備 の 客 室 側 か ら み た 正 面 図
【 図 ３ 】 同 精 米 設 備 の 作 業 の 流 れ を 示 す 略 示 工 程 図
【 図 ４ 】 同 精 米 設 備 の 投 入 ホ ッ パ 及 び 第 １ 搬 送 手 段 を 示 す 側 面 図
【 図 ５ 】 同 精 米 設 備 の 石 抜 ホ ッ パ の 一 部 断 面 し た 正 面 図
【 図 ６ 】 同 精 米 設 備 の 制 御 ブ ロ ッ ク 図
【 図 ７ 】 同 精 米 設 備 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図
【 図 ８ 】 同 精 米 設 備 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図
【 図 ９ 】 同 精 米 設 備 の 石 抜 機 の 側 断 面 図
【 図 １ ０ 】 同 精 米 設 備 の 架 台 上 に 配 置 し た 石 抜 機 の 側 面 図
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【 図 １ １ 】 同 精 米 設 備 の 架 台 と 送 風 機 の 平 面 図
【 図 １ ２ 】 同 精 米 設 備 の 送 風 機 の 側 面 図
【 図 １ ３ 】 同 精 米 設 備 の タ イ ム チ ャ ー ト
【 図 １ ４ 】 同 精 米 設 備 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図
【 図 １ ５ 】 同 精 米 設 備 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 料 金 式 精 米 設 備 に つ い て 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ ， ３ に 示 す よ う に 精 米 設 備 は 、 建 屋 １ を 仕 切 壁 ２ で 前 後 方 向 に 機 械 室 ３ と 客 室 ４ に  
仕 切 る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 精 米 設 備 内 に は 、 利 用 者 が 持 参 し た 玄 米 を 収 容 す る 投 入 ホ ッ パ ５ と 、 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の  
玄 米 を 繰 り 出 す ロ ー タ リ バ ル ブ ６ と 、 繰 り 出 さ れ た 玄 米 を 受 け て 揚 穀 す る 第 １ の 搬 送 手 段  
７ と 、 玄 米 中 に 混 在 す る 石 を 選 別 分 離 す る 石 抜 機 ８ と 、 石 抜 機 ８ で 選 別 さ れ た 玄 米 を 揚 穀  
す る 第 ２ の 搬 送 手 段 ９ と 、 玄 米 を 精 米 処 理 し て 精 白 米 と す る 精 米 機 １ ０ と 、 精 白 米 を 収 容  
す る 白 米 タ ン ク １ １ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 投 入 ホ ッ パ ５ と 白 米 タ ン ク １ １ は 客 室 ４ 側 に の ぞ む よ う に 設 け 、 第 １ の 搬 送 手 段 ７ ・ 石  
抜 機 ８ ・ 第 ２ の 搬 送 手 段 ９ ・ 精 米 機 １ ０ は 機 械 室 ３ 側 に 設 け る 。 投 入 ホ ッ パ ５ は 客 室 ４ の  
左 右 一 側 に 設 け 、 白 米 タ ン ク １ １ は 客 室 ４ の 左 右 他 側 に 設 け る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 投 入  
ホ ッ パ ５ と 白 米 タ ン ク １ １ の 間 に は 、 そ の 盤 面 に 精 白 度 を 設 定 す る 精 白 度 選 択 ス イ ッ チ １  
２ 、 料 金 を 投 入 す る 料 金 投 入 口 １ ３ 、 釣 銭 返 却 口 １ ４ 等 を 配 設 し た 制 御 盤 を 設 け る 。 投 入  
ホ ッ パ ５ の 前 側 に は 、 投 入 ホ ッ パ ５ の 投 入 口 を 閉 鎖 ・ 開 放 す る 開 閉 扉 １ ５ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 第 １ の 搬 送 手 段 ７ は 、 前 記 ロ ー タ リ バ ル ブ ６ の 回 転 連 動 に よ っ  
て 投 入 ホ ッ パ ５ か ら 繰 り 出 さ れ る 玄 米 を 受 け て 送 風 機 １ ６ か ら の 高 圧 空 気 に よ り 搬 送 す る  
第 １ の 搬 送 パ イ プ １ ７ を 備 え て い る 。 こ の 第 １ の 搬 送 パ イ プ １ ７ は 、 ホ ー ス 部 材 に よ っ て  
構 成 さ れ て い て 、 一 端 に 送 風 機 １ ６ を 接 続 し 途 中 部 に 玄 米 を 受 け る よ う ロ ー タ リ バ ル ブ ６  
の フ レ ー ム 部 ６ ａ 下 方 に 接 続 し た 水 平 搬 送 部 １ ７ ａ と 、 前 記 石 抜 機 ８ の 近 傍 上 方 に 設 置 さ  
れ た 、 本 発 明 の 貯 留 部 の 一 例 と し て の 石 抜 タ ン ク １ ８ に 上 端 を 接 続 す る 垂 直 搬 送 部 １ ７ ｂ  
と に 折 曲 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 送 風 機 １ ６ は 、 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ （ 図 ６ 参 照 ） の 回 転 駆 動 に よ っ て 図 外 フ ァ ン を 連  
動 し 第 １ の 搬 送 パ イ プ １ ７ に 圧 風 を 供 給 で き る 構 成 で あ り 、 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ は オ ン ， オ  
フ 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 、 料 金 投 入 を 条 件 に 精 白 度 精 白 ス イ ッ チ １ ２ を オ ン す る と 、 精 米  
設 備 各 部 の モ ー タ に 駆 動 出 力 さ れ る と と も に 、 該 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ も Ｏ Ｎ さ れ 圧 風 が 搬 送  
パ イ プ １ ７ に 供 給 さ れ る 。 ロ ー タ リ バ ル ブ ６ を 連 動 す る バ ル ブ モ ー タ ６ ｍ も 同 様 に Ｏ Ｎ し  
て ロ ー タ リ バ ル ブ ６ を 介 し て 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 を 繰 り 出 そ う と し 、 そ し て バ ル ブ の フ  
レ ー ム 部 ６ ａ の 下 方 開 口 部 か ら 繰 り 出 さ れ る 玄 米 は 、 搬 送 パ イ プ １ ７ に 沿 っ て 空 気 搬 送 さ  
れ 貯 留 タ ン ク と し て の 石 抜 タ ン ク １ ８ に 達 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 搬 送 パ イ プ １ ７ の 水 平 搬 送 部 １ ７ ａ か ら 垂 直 搬 送 部 １ ７ ｂ へ の  
屈 曲 部 に 、 水 平 搬 送 部 １ ７ ａ 側 に お い て 夾 雑 物 等 の 異 物 排 出 口 １ ９ を 形 成 し 、 さ ら に こ の  
異 物 排 出 口 １ ９ を 開 閉 す る 異 物 排 出 シ ャ ッ タ １ ９ ａ を 備 え て い る 。 前 記 搬 送 パ イ プ １ ７ の  
垂 直 搬 送 部 １ ７ ｂ 途 中 に 夾 雑 物 等 の う ち 比 較 的 径 大 あ る い は 長 尺 の 異 物 、 例 え ば 藁 く ず を  
捕 捉 す る 異 物 捕 捉 手 段 と し て の 網 体 ２ ０ を 配 置 し 、 玄 米 搬 送 中 は 例 え 異 物 が 垂 直 搬 送 部 １  
７ ｂ に 沿 っ て 揚 上 さ れ て も こ の 網 体 ２ ０ に 達 し て 捕 捉 さ れ 自 重 で 又 は 送 風 機 １ ６ に よ る 送  
風 が 停 止 さ れ た と き に 垂 直 搬 送 部 １ ７ ｂ 内 を 落 下 し て 異 物 排 出 口 １ ９ 部 に 堆 積 し よ う と し  
、 適 宜 に 開 動 作 す る 異 物 排 出 シ ャ ッ タ １ ９ ａ 部 か ら 機 外 又 は 回 収 箱 １ ９ ｂ に 排 出 で き る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 前 記 異 物 捕 捉 手 段 と し て の 網 体 ２ ０ は 、 空 気 搬 送 さ れ る 玄 米 が 通 過 し 得 る 目 合 い  
の 網 を 採 用 し 、 も っ て 玄 米 は 垂 直 搬 送 部 １ ７ ｂ の 上 端 か ら 石 抜 タ ン ク １ ８ に 至 る こ と が で  
き る が 、 藁 く ず は 網 体 ２ ０ を 通 過 で き な い 目 合 い と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 石 抜 タ ン ク １ ８ は 、 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ と 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ を 備 え 、  
こ の う ち 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ は 石 抜 機 ８ に 玄 米 供 給 可 能 に 設 け ら れ 、 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ は 前  
記 投 入 ホ ッ パ ５ の 上 方 に 構 成 す る 玄 米 還 元 口 ２ １ に 連 通 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ と 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ に は そ れ ぞ れ に 対 応 し て 第 １ ・ 第 ２ 開 閉 シ ャ  
ッ タ ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ を 備 え 、 常 時 は 閉 姿 勢 の 第 １ ・ 第 ２ 開 閉 シ ャ ッ タ ２ ２ ａ ， ２ ２ ｂ は 対  
応 す る 第 １ ・ 第 ２ 排 出 口 用 ソ レ ノ イ ド ２ ３ ａ ， ２ ３ ｂ の 励 磁 に よ っ て 開 姿 勢 と な る 。 ソ レ  
ノ イ ド ２ ３ ａ 又 は ２ ３ ｂ の 消 磁 に よ っ て 閉 姿 勢 に 復 帰 す る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 第 １  
排 出 口 １ ８ ａ と 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ と の 間 に 切 替 弁 ２ ４ が 設 け ら れ 、 常 時 は 貯 留 タ ン ク １ ８  
に 至 る 玄 米 を 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ 側 に 流 下 す る よ う 設 け ら れ 、 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ の Ｏ Ｎ  
操 作 に よ っ て 切 替 弁 ２ ４ を 姿 勢 切 替 し て 玄 米 を 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ 側 に 流 下 さ せ る よ う 構 成  
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 更 に 図 ３ に 示 す よ う に 、 石 抜 機 ８ で 石 抜 処 理 さ れ た 玄 米 及 び 残 米 と し て の 玄 米 は 前 記 第  
２ の 搬 送 手 段 ９ の 下 部 に 設 け ら れ た 下 部 ホ ッ パ ２ ６ に 流 下 す る 。 第 ２ の 搬 送 手 段 ９ は 、 送  
風 機 ２ ７ の 駆 動 に よ っ て 生 じ る 圧 風 に よ っ て 玄 米 を 垂 直 上 方 に 空 気 搬 送 す る よ う 構 成 さ れ  
て い る 。 第 ２ の 搬 送 手 段 ９ に よ っ て 揚 上 さ れ た 玄 米 は 、 精 米 機 １ ０ の 精 米 タ ン ク ２ ８ に 流  
下 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 精 米 タ ン ク ２ ８ か ら 繰 り 出 さ れ た 玄 米 は 精 米 機 １ ０ に よ っ て 精 白 処 理 さ れ 、 精 白 米 は 白  
米 タ ン ク １ １ に 収 容 さ れ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 第 １ の 搬 送 手 段 ７ は 、 送 風 機 １ ６ の 駆 動 に よ り 玄 米 を 空 気 搬 送 す る 構 成 で あ る か ら  
、 投 入 ホ ッ パ ５ の 玄 米 量 が 少 な く な る と 圧 風 を 受 け て 水 平 搬 送 部 １ ７ ａ に 落 下 で き な い 状  
態 と な る 。 こ の た め 投 入 ホ ッ パ ５ の 玄 米 量 が 所 定 以 下 に な る と 送 風 機 ５ の 駆 動 を 停 止 し て  
残 米 が 落 下 し や す い よ う に 構 成 す る 。 図 ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト に お い て 、 制 御 部 ３ ０ に 各 部  
ス イ ッ チ や セ ン サ 情 報 を 入 力 す る （ Ｓ １ ０ １ ） 。 後 述 ホ ッ パ 下 限 セ ン サ ３ １ が 玄 米 有 り を  
判 定 し て 、 複 数 あ る 精 白 度 選 択 ス イ ッ チ １ ２ の い ず れ か 一 が Ｏ Ｎ さ れ る と 、 送 風 モ ー タ １  
６ ｍ と バ ル ブ モ ー タ ６ ｍ が Ｏ Ｎ す べ く 出 力 さ れ る （ Ｓ １ ０ ２ ～ Ｓ １ ０ ５ ） 。 ロ ー タ リ バ ル  
ブ ６ の 回 転 に よ っ て 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 は 所 定 量 に 繰 り 出 さ れ 、 繰 り 出 さ れ た 玄 米 は 送  
風 機 ６ の 回 転 に よ る 圧 風 に よ っ て 空 気 搬 送 さ れ る （ Ｓ １ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 量 が 所 定 位 置 に 配 置 さ れ た 下 限 セ ン サ ３ １ 高 さ を 下 回 り  
、 下 限 セ ン サ ３ １ が Ｏ Ｎ と な る と （ Ｓ １ ０ ７ ） 、 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ は Ｏ Ｆ Ｆ し 送 風 機 １ ６  
は 回 転 停 止 す る （ Ｓ １ ０ ８ ） 。 同 時 に 、 前 記 異 物 排 出 シ ャ ッ タ １ ９ ａ は 開 出 力 さ れ る （ Ｓ  
１ ０ ９ ） 。 所 定 時 間 Ｔ １ に 設 定 さ れ た タ イ マ 作 動 す る が 、 こ の 所 定 時 間 Ｔ １ 経 過 す る と 、  
送 風 モ ー タ １ ６ ｍ は 再 起 動 し 異 物 排 出 シ ャ ッ タ １ ９ ａ は 閉 じ ら れ る が （ Ｓ １ １ ２ ， Ｓ １ １  
３ ） 、 こ の 所 定 時 間 Ｔ １ 中 に お い て 、 バ ル ブ モ ー タ ６ ｍ は 作 動 継 続 し て お り 、 玄 米 を 繰 り  
出 す も の で あ る か ら 、 下 限 セ ン サ ３ １ 以 下 に 残 る 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 は ほ ぼ 全 部 が 繰 り  
出 さ れ て 水 平 搬 送 部 ７ ａ に 堆 積 で き る 。 所 定 時 間 Ｔ １ 経 過 後 は 、 バ ル ブ モ ー タ ６ ｍ が Ｏ Ｆ  
Ｆ し （ Ｓ １ １ ４ ） 、 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ の 再 起 動 に よ り （ Ｓ １ １ ５ ） 、 そ の よ う に し て 堆 積  
し た 玄 米 は 空 気 搬 送 さ れ （ Ｓ １ １ ６ ） 、 水 平 搬 送 部 １ ７ ａ ・ 垂 直 搬 送 部 １ ７ ｂ を 経 て 石 抜  
タ ン ク １ ８ に 至 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 ロ ー タ リ バ ル ブ ６ に よ る 玄 米 繰 り 出 し 中 に 、 所 定 時 間 Ｔ １ だ け 送 風 モ ー タ  
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１ ６ ｍ を 停 止 す る こ と に よ り 、 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 少 量 と な っ た 玄 米 を 確 実 に 水 平 搬 送 部 ７  
ａ に 繰 り 出 す こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 従 来 の よ う に 送 風 機 １ ６ を 継 続 す る こ と に よ り ロ  
ー タ リ バ ル ブ ６ の 回 転 で 生 じ る 隙 間 部 を 圧 風 が 噴 き 上 げ て 玄 米 を 投 入 ホ ッ パ ５ 部 で 停 滞 さ  
せ る よ う な こ と が 無 く 、 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 残 米 を 少 な く で き る 。 ま た こ の 時 バ ル ブ モ ー タ  
６ ｍ を オ フ す る こ と で ロ ー タ リ バ ル ブ ６ を 停 止 す る こ と に よ っ て 送 風 機 １ ６ の 圧 風 の 吹 き  
上 が り を 防 ぐ こ と と な り 客 室 ４ の 利 用 者 に 不 快 感 を 抱 か せ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 上 記 Ｓ １ １ ５ の 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ 再 起 動 及 び こ の 再 起 動 に 伴 う Ｓ １ １ ６ の 空 気 搬  
送 は 、 予 め 設 定 し た 所 定 時 間 Ｔ ２ の 間 実 行 さ れ る （ Ｓ １ １ ７ ， Ｓ １ １ ８ ） 。 こ の 所 定 時 間  
Ｔ ２ 経 過 後 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ は Ｏ Ｆ Ｆ 出 力 さ れ 停 止 す る 。 こ の 所 定 時 間 Ｔ ２ は 、 前 記 下 限  
セ ン サ ３ １ 以 下 に 残 る 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 を 搬 送 手 段 ７ で 搬 送 で き る 時 間 に 設 定 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 第 １ 搬 送 手 段 ７ に よ っ て 空 気 搬 送 さ れ る 玄 米 の 貯 留 タ ン ク と し て の 石 抜 タ ン ク １  
８ か ら の 排 出 制 御 に つ い て 、 図 ８ に 基 づ き 説 明 す る 。 Ｓ ２ ０ １ ～ Ｓ ２ ０ ４ に つ い て は 、 図  
７ の Ｓ １ ０ １ ～ Ｓ １ ０ ６ に 対 応 す る も の で 玄 米 は 石 抜 タ ン ク １ ８ へ 空 気 搬 送 さ れ る 。 そ し  
て 、 前 記 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ Ｏ Ｎ 操 作 の 有 無 が 判 定 さ れ 、 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ Ｏ Ｎ 操  
作 の 無 い と き は 、 玄 米 は 通 常 の 石 抜 ・ 精 米 の 工 程 を 実 行 す る も の で 、 切 替 弁 ２ ４ は 石 抜 機  
８ へ 供 給 す る 側 に 切 り 替 わ り 、 さ ら に 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ は 開 き 、 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ は 閉 じ  
て 、 空 気 搬 送 さ れ る 玄 米 を 順 次 石 抜 機 ８ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 Ｓ ２ ０ ５ で 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ が Ｏ Ｎ し た と 判 定 さ れ る と 、 切 替 弁 ２ ４ は 持 ち  
帰 り 側 に 切 り 替 わ る （ Ｓ ２ １ ２ ） 。 そ し て 第 １ 排 出 口 １ ８ ａ 及 び 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ は 共 に  
閉 じ て 玄 米 を 所 定 に 貯 留 す る （ Ｓ ２ １ ３ ～ Ｓ ２ １ ６ ） 。 実 施 例 で は 所 定 時 間 Ｔ ３ 中 、 第 １  
， 第 ２ 排 出 口 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ を 閉 じ て 貯 留 す る こ と が で き （ Ｓ ２ １ ７ ～ Ｓ ２ １ ９ ） 、 こ の  
所 定 時 間 Ｔ ３ 経 過 後 、 送 風 機 １ ６ の モ ー タ １ ６ ｍ に 停 止 出 力 し て 送 風 機 １ ６ を 停 止 し （ Ｓ  
２ ２ ０ ） 、 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ が 開 い て 玄 米 は 玄 米 還 元 口 ２ １ か ら 回 収 で き る （ Ｓ ２ ２ １ ～  
Ｓ ２ ２ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 玄 米 還 元 、 す な わ ち 玄 米 持 ち 帰 り の 場 合 に は 、 玄 米 還 元 口 ２ １ を 介 し て 空 気 搬 送 さ れ る  
石 抜 タ ン ク １ ８ に 連 通 す る も の で あ る か ら 、 圧 風 が こ の 玄 米 還 元 口 ２ １ か ら 噴 き 出 し て 客  
室 ４ 側 に い る 利 用 者 に 不 快 感 を 与 え る 恐 れ が あ る が 、 前 記 の よ う に 所 定 時 間 Ｔ ３ 中 石 抜 タ  
ン ク １ ８ に 玄 米 貯 留 す る こ と で こ の 貯 留 玄 米 が 噴 き 出 し を ブ ロ ッ ク で き 客 室 側 へ の 噴 き 出  
し を 防 止 で き る 。 な お 、 実 施 例 の よ う に 、 第 ２ 排 出 口 １ ８ ｂ 開 作 動 の 条 件 と し て 送 風 機 １  
６ 停 止 を 組 み 入 れ る こ と に よ っ て 塵 埃 飛 散 防 止 の 効 果 が 顕 著 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ８ に お け る 実 施 例 に お い て 、 Ｓ ２ １ １ 又 は Ｓ ２ ２ ３ を 実 行 す る と Ｓ ２ ０ １ に リ タ ー ン  
で き る も の で あ り 、 従 っ て Ｓ ２ ２ ３ で 玄 米 還 元 さ れ て も 未 だ 投 入 ホ ッ パ ５ に 残 米 が あ る と  
き は 、 Ｓ ２ ０ ２ で 検 出 さ れ 、 ２ 度 目 、 ３ 度 目 … の 玄 米 還 元 が 実 行 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 石 抜 機 ８ に お い て は 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ を 備 え 玄 米 と 石 又 は こ れ に  
類 似 の 異 物 は 比 重 選 別 さ れ 、 傾 斜 下 手 側 に 玄 米 が 取 り 出 さ れ 傾 斜 上 手 側 に は 石 又 は 類 似 の  
異 物 が 取 り 出 さ れ る 。 な お 、 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ の 盤 面 に 残 る 残 米 は 傾 斜 上 手 側 か ら 取 り  
出 さ れ る 。 詳 述 す る と 、 石 抜 機 ８ は フ レ ー ム ４ ０ に 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ と フ ァ ン ４ １ を 内  
装 す る フ ァ ン ケ ー ス ４ １ ａ 等 が 揺 動 機 構 に よ っ て 揺 動 可 能 に 架 設 さ れ 、 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３  
２ に 並 行 し て 残 米 樋 ４ ２ を 設 け て い る 。 そ し て 、 フ ァ ン ４ １ の 回 転 に よ っ て 傾 斜 揺 動 選 別  
盤 ３ ２ に 形 成 し た ス リ ッ ト を 通 し て 上 方 へ 送 風 可 能 に 構 成 し 、 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ の 傾 斜  
下 手 側 に は 上 層 を 流 下 す る 玄 米 の 取 出 し 用 玄 米 口 ４ ３ を 形 成 し 、 傾 斜 上 手 側 に は 傾 斜 揺 動  
選 別 盤 ３ ２ の 終 端 底 部 開 放 し 残 米 シ ャ ッ タ ４ ４ で 開 閉 さ れ る 残 米 口 ４ ４ ａ お よ び 終 端 側 壁  
面 を 開 口 し 石 抜 シ ャ ッ タ ４ ５ で 開 閉 で き る 石 抜 口 ４ ５ ａ を 形 成 し て い る 。 上 記 残 米 口 ４ ４  
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ａ の 下 方 に は 残 米 樋 ４ ２ を の ぞ ま せ て お り 残 米 口 ４ ４ ａ か ら 取 り 出 さ れ る 残 米 を 受 け て 搬  
送 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ て 、 上 部 の 石 抜 タ ン ク １ ８ か ら 上 記 構 成 の 石 抜 機 ８ に 石 礫 混 り の 玄 米 が 傾 斜 揺 動 選 別  
盤 ３ ２ 面 に 供 給 さ れ る と 、 揺 動 機 構 の 揺 動 に よ っ て 石 礫 が 下 層 に 沈 ん で 揺 り 上 げ 搬 送 さ れ  
、 一 方 こ の 石 礫 層 の 上 側 に 浮 上 す る 玄 米 は 傾 斜 方 向 に 沿 っ て 玄 米 口 ４ ３ 側 へ 向 け て 滑 動 さ  
れ る 。 石 礫 は 一 部 の 玄 米 と 共 に 揺 上 移 動 搬 送 さ れ な が ら 、 終 端 部 に お い て 石 抜 シ ャ ッ タ ４  
５ で 止 め ら れ て 滞 留 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 石 抜 作 用 の 終 了 近 く で 石 抜 シ ャ ッ タ ４ ５ を 開 く と 、 滞 留 さ れ た 石 礫 は 石 抜 口 ４ ５ ａ  
か ら 排 出 さ れ る 。 こ の と き 終 端 部 の 玄 米 も 少 し は 石 礫 に 混 入 し て 石 抜 口 ４ ５ ａ か ら 排 出 さ  
れ る 。 と こ ろ で 石 抜 口 ４ ５ ａ か ら 排 出 さ れ た 石 礫 の 後 に 続 い て 揺 上 げ 搬 送 さ れ る 残 留 米 は  
、 残 米 シ ャ ッ タ ４ ４ を 開 く こ と に よ っ て 、 残 米 口 ４ ４ ａ か ら 残 米 樋 ４ ２ を 経 て 取 出 さ れ る  
。 こ の よ う に 玄 米 の 大 部 分 は 玄 米 口 ４ ３ か ら 排 出 さ れ る と 共 に 、 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ 面 に  
残 っ た 少 量 の 残 米 は 、 揺 り 上 げ 搬 送 に よ っ て 残 米 口 ４ ４ ａ か ら 取 出 す こ と と な り 、 こ の 傾  
斜 揺 動 揺 動 盤 ３ ２ 面 に お け る 残 米 を 少 な く で き る 。 こ の よ う に 、 石 抜 作 用 の 終 了 近 く に お  
い て 、 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ 面 に 残 っ た 少 量 の 残 米 を 、 揺 り 上 げ 搬 送 に よ っ て 残 米 口 ４ ４ ａ  
か ら 取 出 す 工 程 を 構 成 し 、 石 抜 機 ８ の 所 謂 残 米 処 理 工 程 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 記 石 抜 機 ８ は 架 台 ４ ６ の 上 部 に 載 置 さ れ る 。 そ し て 、 傾 斜 揺 動  
選 別 盤 ３ ２ の 前 記 玄 米 口 ４ ３ の 下 方 に は 、 異 物 除 去 装 置 ４ ７ が 設 け ら れ 、 玄 米 と と も に 流  
下 す る 長 藁 等 の 異 物 を 玄 米 と 分 離 し て 排 出 で き る よ う 構 成 し て い る 。 石 抜 機 ８ フ レ ー ム ４  
０ を 支 架 す る 架 台 ４ ６ 内 に は 前 記 残 米 を 回 収 す る 残 米 ボ ッ ク ス ４ ８ を 配 設 す る 。 さ ら に 、  
架 台 ４ ６ 内 の 下 部 に は 前 記 第 １ 搬 送 手 段 ７ の 送 風 機 １ ６ 及 び 第 ２ 搬 送 手 段 ９ の 送 風 機 ２ ７  
を 配 設 し て い る （ 図 １ ０ ） 。 送 風 機 １ ６ 及 び ２ ７ の 四 周 は カ バ ー ５ ０ で 覆 わ れ て い る （ 図  
１ １ ） 。 架 台 ４ ６ の 下 部 空 間 を 利 用 し て 送 風 機 １ ６ ， ２ ７ を 配 置 さ せ る も の で あ る か ら 省  
ス ペ ー ス 化 に 寄 与 で き る 。 ま た カ バ ー ５ ０ を 備 え る こ と に よ っ て 騒 音 を 少 な く で き る 。 な  
お 、 送 風 機 １ ６ ， ２ ７ は 同 じ 側 に 吹 き 出 し 口 を 設 け て あ り 、 カ バ ー ５ ０ は こ の 吹 き 出 し 口  
と ホ ー ス 部 材 ５ １ と を 挟 む よ う に 取 り 付 け る （ 図 １ ２ ） 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 騒 音 の  
漏 れ を 低 減 で き る 。 さ ら に 、 カ バ ー ５ ０ に 吸 気 面 積 を 調 整 で き る 調 整 ガ イ ド （ 図 示 せ ず ）  
を 設 け て あ る 。 こ の よ う に 構 成 す る と 、 カ バ ー ５ ０ に 調 整 ガ イ ド を 設 け る 簡 単 な 構 成 で 送  
風 機 １ ６ ， ２ ７ の 吸 気 不 足 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 記 石 抜 機 ８ の 作 動 に よ っ て 取 り 出 さ れ る 玄 米 口 ４ ３ か ら の 玄 米 及 び 残 米 樋 ４ ２ か ら の  
残 米 は 第 ２ の 搬 送 手 段 ９ の 下 部 ホ ッ パ ２ ６ に 受 け ら れ 、 揚 上 搬 送 さ れ る 。 第 ２ の 搬 送 手 段  
９ は 、 第 １ の 搬 送 手 段 ７ と 同 様 の 構 成 で あ り 、 第 ２ の 搬 送 パ イ プ ３ ３ は 送 風 機 ２ ７ を 接 続  
し 下 部 ホ ッ パ ２ ６ の 玄 米 を 受 け る 水 平 搬 送 部 ３ ３ ａ と こ の 水 平 搬 送 部 ３ ３ ａ に 連 通 す る 垂  
直 搬 送 部 ３ ３ ｂ か ら な り 、 空 気 搬 送 さ れ た 玄 米 は 垂 直 搬 送 部 ３ ３ ｂ の 上 端 側 か ら 精 米 タ ン  
ク ２ ８ に 流 下 案 内 さ れ る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 石 抜 機 ８ の 残 米 処 理 工 程 中 に お い て は 、 傾 斜 選 揺 動 選 別 盤 ３ ２ 面 の 残 米  
は 徐 々 に 減 少 し 層 は 薄 く な る 。 一 方 第 １ 搬 送 パ イ プ １ ７ の 送 風 機 １ ６ は 駆 動 状 態 に あ る か  
ら 、 圧 風 が 噴 き 出 し て 傾 斜 揺 動 選 別 盤 ３ ２ 面 に 達 す る 。 こ の 圧 風 で 乱 流 が 生 じ 残 米 の 揺 上  
げ 側 へ の 円 滑 な 移 動 を 阻 止 す る こ と と な る 。 そ こ で 、 前 記 石 抜 機 ８ の 残 米 処 理 工 程 中 は 、  
送 風 機 １ ６ の 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ へ の 駆 動 信 号 を 停 止 す る こ と で 、 圧 風 に よ る 影 響 を 少 な く  
さ せ る こ と が で き る 。 具 体 的 な 構 成 に つ い て 、 前 記 石 抜 シ ャ ッ タ ４ ５ 又 は 残 米 シ ャ ッ タ ４  
４ の 開 信 号 出 力 を 認 識 す る と 制 御 部 ３ ０ は 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ へ の 駆 動 出 力 を 停 止 制 御 す る  
。 な お 、 石 抜 シ ャ ッ タ ４ ５ 及 び 残 米 シ ャ ッ タ ４ ４ の 開 出 力 は タ イ マ 管 理 し て な り 、 こ の う  
ち 残 米 シ ャ ッ タ ４ ４ の 設 定 タ イ マ Ｔ ６ 経 過 に 連 動 し て 送 風 モ ー タ １ ６ ｍ は 再 起 動 復 帰 す る  
よ う 構 成 す る も の で あ る 。 な お 、 送 風 機 １ ６ の 停 止 制 御 時 間 は 、 石 抜 シ ャ ッ タ ４ ５ 及 び 残  
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米 シ ャ ッ タ ４ ４ の 停 止 時 間 の ト ー タ ル 時 間 Ｔ ６ ´ で あ っ て も よ い （ 図 １ ３ ） 。 な お 、 例 え  
ば 、 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 量 が 所 定 量 以 下 に な っ た こ と を 検 出 し た 後 、 前 記 石 抜 機 ８ の 残  
米 を 処 理 す る 石 抜 残 米 処 理 中 に 前 記 送 風 機 １ ６ を 停 止 す る こ と も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ４ に 基 づ き 精 米 機 へ の 玄 米 供 給 制 御 と 第 １ ・ 第 ２ 搬 送 手 段 駆 動 制 御 に つ い て 説 明 す  
る 。 精 米 タ ン ク ２ ８ 内 に は 上 限 セ ン サ ３ ５ ｕ と 下 限 セ ン サ ３ ５ ｄ 、 そ し て 下 方 に ロ ー タ リ  
バ ル ブ ３ ６ を 備 え 、 上 限 セ ン サ ３ ５ ｕ が 玄 米 検 知 し て い な い 場 合 に は （ Ｓ ３ ０ １ ， Ｓ ３ ０  
２ ） 、 玄 米 受 入 可 能 の 判 断 と し 、 第 １ 搬 送 手 段 ７ 、 第 ２ 搬 送 手 段 ９ 及 び ロ ー タ リ バ ル ブ ３  
６ を 駆 動 し て 精 米 機 １ ０ へ の 玄 米 供 給 に よ っ て 精 米 処 理 を 行 う （ Ｓ ３ ０ ３ ～ Ｓ ３ ０ ６ ） 。  
精 米 処 理 中 予 め 設 定 し た 設 定 時 間 Ｔ ４ を カ ウ ン ト し 、 こ の 設 定 時 間 Ｔ ４ （ 例 え ば ５ 分 ） が  
経 過 し （ Ｓ ３ ０ ７ ， Ｓ ３ ０ ８ ） 、 下 限 セ ン サ ３ ５ ｄ に 玄 米 を 検 知 す る と （ Ｓ ３ ０ ９ ） ， 第  
１ 搬 送 手 段 ７ 、 第 ２ 搬 送 手 段 ９ 及 び ロ ー タ リ バ ル ブ ３ ６ を 所 定 時 間 Ｔ ５ （ 例 え ば １ ０ 秒 ）  
停 止 す る （ Ｓ ３ １ ０ ～ Ｓ ３ １ ４ ） 。 こ の 後 ス タ ー ト に 戻 り 、 上 記 の 内 容 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 Ｓ ３ ０ ２ で 上 限 セ ン サ ３ ５ ｕ 玄 米 検 知 す る 場 合 は 、 こ れ 以 上 の 玄 米 受 入 は で き な  
い た め Ｓ ３ １ ０ ～ Ｓ ３ １ １ の 各 部 停 止 に 移 行 す る 。 ま た 、 Ｓ ３ ０ ９ で 下 限 セ ン サ ３ ５ ｄ 以  
下 を 検 知 す る と き は 、 各 部 停 止 制 御 を 行 う こ と な く 各 部 駆 動 状 態 を 継 続 し フ ロ ー ス タ ー ト  
に 戻 る こ と と な る 。 玄 米 が こ の 下 限 セ ン サ ３ ５ ｄ 以 下 の 場 合 は 精 米 終 了 間 際 が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 石 抜 タ ン ク １ ８ 内 に は 、 空 気 搬 送 さ れ る 玄 米 中 に 混 在 す る 塵 埃 類 は 、 接 続 す る 塵 埃  
ホ ー ス ３ ７ を 介 し て 排 出 可 能 に 設 け る が 、 こ の 塵 埃 ホ ー ス ３ ７ の 排 出 端 部 を 精 米 機 １ ０ の  
精 白 処 理 に よ っ て 排 出 さ れ る 糠 を 所 定 に 搬 送 す る 糠 フ ァ ン 装 置 ３ ８ に 導 入 可 能 に 接 続 す る  
よ う 構 成 す る 。 石 抜 タ ン ク １ ８ 内 に は 空 気 搬 送 の た め の 風 圧 を 緩 和 す る 傾 斜 棚 １ ８ ｆ ， １  
８ ｆ … を 傾 斜 姿 勢 に 備 え て 塵 埃 飛 散 を 防 止 し て い る 。
　 次 に 、 主 に 図 １ ５ に 基 づ き 、 料 金 投 入 口 １ ３ に 現 金 を 投 入 し て 精 米 運 転 を 行 う 手 順 に つ  
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 利 用 者 が 料 金 投 入 口 １ ３ に 料 金 を 投 入 し た こ と を 、 料 金 投 入 検 出 セ ン サ （ 図 示 せ ず ） が  
検 出 す る と （ Ｓ ４ ０ １ ） 、 制 御 部 ３ ０ は 検 出 情 報 を 入 力 し 開 閉 扉 １ ５ に 開 放 出 力 し 、 開 閉  
扉 １ ５ は 開 放 動 作 を す る 。 利 用 者 は 、 持 参 し た 玄 米 を 投 入 ホ ッ パ ５ に 投 入 し て 精 白 度 選 択  
ス イ ッ チ １ ２ で 所 望 の 精 白 度 （ 例 え ば 無 洗 米 ・ 標 準 ・ 分 搗 き ） を 選 択 す る 。 制 御 部 ３ ０ は  
精 白 度 選 択 ス イ ッ チ １ ２ の 選 択 情 報 を 受 け て 装 置 各 部 に 運 転 開 始 出 力 す る （ Ｓ ４ ０ １ ～ Ｓ  
４ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 装 置 各 部 が 運 転 す る と 、 前 記 の よ う に 、 ロ ー タ リ バ ル ブ ６ で 投 入 ホ ッ パ ５ 内 の 玄 米 を 繰  
り 出 し 、 第 １ の 搬 送 手 段 ７ で 搬 送 し 、 石 抜 機 ８ で 石 抜 処 理 し 、 第 ２ の 搬 送 手 段 で 搬 送 し 、  
精 米 機 １ ０ で 精 米 処 理 さ れ て 精 白 米 と な り 白 米 タ ン ク １ １ に 排 出 さ れ る 。 料 金 に 対 応 す る  
運 転 時 間 が 経 過 す る か （ Ｓ ４ ０ ５ ） 、 精 米 機 １ ０ に 供 給 さ れ る 玄 米 が 無 く な っ た こ と を 投  
入 ホ ッ パ 下 限 セ ン サ ３ １ が 検 出 す る と （ Ｓ ４ ０ ６ ） 、 制 御 部 ３ ０ は 運 転 停 止 出 力 し 、 そ の  
所 定 時 間 後 に 精 米 運 転 は 終 了 す る （ Ｓ ４ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 と こ ろ で 、 図 １ ５ に お い て 、 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ が Ｏ Ｎ さ れ る と （ Ｓ ４ １ ５ ） 、 前 記  
図 ８ の よ う に 、 玄 米 還 元 口 ２ １ か ら 側 の シ ャ ッ タ ２ ２ ｂ が 開 き 、 玄 米 は 、 玄 米 還 元 口 ２ １  
を 経 て 回 収 で き る 。 そ し て 本 実 施 例 で は 投 入 ホ ッ パ ５ の 上 方 に 玄 米 還 元 口 ２ １ を 設 定 し て  
お く 構 成 と し て い る の で 、 第 １ 搬 送 手 段 ７ の 送 風 機 １ ６ に よ る 圧 風 が 玄 米 還 元 口 ２ １ か ら  
噴 き 出 さ れ る こ と と な る 。 こ の 圧 風 は 投 入 ホ ッ パ ５ の 縁 部 や 長 尺 異 物 選 別 用 の 網 （ 図 示 せ  
ず ） に 堆 積 す る 玄 米 を 吹 き 飛 ば し て 投 入 ホ ッ パ ５ 内 に 落 下 さ せ る 効 果 が あ る 。 そ し て 、 こ  
の 圧 風 が 投 入 ホ ッ パ ５ 近 傍 の オ ペ レ ー タ に 吹 き か か る こ と を 防 止 す る た め 、 持 ち 帰 り ス イ  
ッ チ ２ ５ の Ｏ Ｎ 操 作 に 基 づ い て 開 閉 扉 １ ５ を 閉 じ 作 動 さ せ て お く こ と に よ り （ Ｓ ４ １ ８ ）  
、 上 記 吹 き か か り を 防 止 で き る 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 持 ち 帰 り ス イ ッ チ ２ ５ が Ｏ Ｆ Ｆ で 、 精 米 運 転 停 止 出 力 か ら 設 定 時 間 が 経 過 し 、 客  
室 ４ 天 井 に 配 設 し た 人 検 知 セ ン サ が 人 無 し 検 知 す る と （ Ｓ ４ １ ９ ） 、 開 閉 扉 １ ５ が 閉 鎖 す  
る （ Ｓ ４ １ ８ ） 。 精 米 運 転 終 了 時 、 釣 銭 が あ る 場 合 に は 、 釣 銭 返 却 口 １ ４ の 近 傍 に 設 け た  
釣 銭 ラ ン プ １ ４ ａ を 点 滅 さ せ る 。 利 用 者 は 、 こ の 釣 銭 ラ ン プ １ ４ ａ の 表 示 を 見 て 、 釣 銭 返  
却 口 １ ４ か ら 出 て く る 釣 銭 を 回 収 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
５   投 入 ホ ッ パ
６   ロ ー タ リ バ ル ブ
７   第 １ 搬 送 手 段 （ 搬 送 手 段 ）
８   石 抜 機
１ ０   精 米 機
１ ５   開 閉 扉
１ ６   送 風 機
１ ７   搬 送 パ イ プ
１ ８   貯 留 部 （ 石 抜 き タ ン ク ）
１ ８ ａ   第 １ 排 出 口
１ ８ ｂ   第 ２ 排 出 口
２ １   玄 米 還 元 口
２ ２ ａ   第 １ 開 閉 シ ャ ッ タ
２ ２ ｂ   第 ２ 開 閉 シ ャ ッ タ
２ ４   切 替 弁
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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